手引き３

研究参加者への説明文書に含む内容
一般的な説明文書の内容例ですので、研究の内容や性質によって加筆・修正してください。
１．研究課題名
２．研究の目的（背景・意義）
３．研究方法
対象者の概要（人数、性別、年齢等）
　　収集するデータの内容
　　１回当たりに要する時間、回数、参加者１人当たりの期間
　　試料を採取する場合は、採取方法、種類と量、頻度
４．研究の期間
５．研究を実施する者
　　　研究責任者
　　　その他の研究従事者
６．研究への参加が任意であること
自由意思であり、参加しない場合も不利益な対応を受けない
参加同意の撤回ができる
参加同意の撤回をしても不利益を受けない
７．参加に伴う危害並びに不快な状態の可能性とそれが生じたときの対処方法
８．研究により期待される利益（研究参加者、社会）
例：この研究に参加することによって、あなたに直接的な便益はありませんが、研究成果は次の点において、今後の○○の発展に寄与すると考えられます。
９．個人情報の保護
研究において必要な範囲のみ利用する
匿名化する場合はその方法（連結可能匿名化もしくは連結不可能匿名化）
研究従事者以外にデータを提供する必要が生じた場合は改めて承諾をお願いする
データが記された資料は、鍵をかけて保管する
同意書は研究責任者が鍵のかかるところで保管する
10．研究終了後の対応（公表方法・データ廃棄）
例：研究で得られた成果を専門の学会や学術雑誌などに発表します。発表する場合は、参加者のプライバシーに配慮しますので、個人を特定できる情報がもれることはありません。研究の終了後、あなたのデータは、個人情報が外部に漏れないようにしたうえで廃棄します。
11．研究のための費用（資金源・利益相反等）
12．対象者の経済的負担または対象者への謝礼
13．問い合わせ先・苦情等の連絡先
14．研究倫理委員会の審査で承認され、学長の許可を受けている旨
【注】文末に次の内容の文章をつけてください。
例：以上の内容をよくお読みいただきご理解いただいたうえで、この研究に参加していただける場合は、別紙の「研究参加への同意書」にレ点と日付を記入し、署名をして担当者にお渡しください。
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